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(1) お手元の「開通のご案内」に記載の [DNS サービスオプションの URL] (https://dns-editor.ocn.ad.jp/)へ 

アクセスします。 

 

 

(2) [OCN DNS Hosting Control Panel]画面が表示されます。[Japanese Menu]をクリックします。 

 

 

(3) [DNS 機能 コントロールパネル l]画面が表示されます。「開通のご案内」に記載の必要情報を入力し、 

[ログイン]ボタンをクリックします。 

  

  

クリックする 

 

ご利用ドメイン 

認証 ID 

認証パスワードを入力する 

（ご利用内容のご案内に記載） 

アクセスする 

 

クリックする 

 

https://dns-editor.ocn.ad.jp/
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(4) [DNS 機能 設定メニュー]画面が表示されます。[レコード編集]ボタンをクリックします。 

 

 

(5) [DNS 機能 レコード編集]画面が表示されます。 

 

  

クリックする 
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(6) 画面をスクロールし、MX レコードの編集場合、Type が”MX”になっているものになります。 

現在入力されている値を、「開通のご案内」に記載の値に書き換えます。 

 

 

【設定内容】 

ホスト名（通常“＠“）→Name の値 

参照先のアドレスまたは値 → server の値（最後に”.”の文字が入っていることをご確認ください） 

優先度 → preference の値 

TTL（通常 3600） → ttl の値 

 

 

(7) レコードの入力完了後、serial値を更新します。（(6)の画面の serial の箇所） 

※serial の値は DNS レコードを編集する際に、既存の値から別の値に変更する必要があります。 

  ご入力の際は、半角数字で入力してください。 

 

 

(8) [次へ]ボタンをクリックします。 

   

編集箇所 

 

更新する 

 

serial 値 

 

クリックする 
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(9) 確認画面が表示されます。 

 

 

(10) 内容をご確認いただき、画面下部の[登録]ボタンをクリックします。 

 

 

(11) [編集したゾーンファイルを DNS サーバへ反映しました。]と表示されます。 

 

なお実際に反映されるまでには、タイムラグがあり、その間は新旧のメールサーバーにメールが着信します。 

クリックする 

 


